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現生 9種，化石 7種計16種があり ，さんと分布海域にみられる。他の二殻腹足類と同様にイワヅタを食うが
ユリヤガイは特に繊細なヒメイワヅタのみを食うので特異な習性がある。
ユリ ヤガイ属は二殻腹足類と呼ばれる貝類の一属である。二殻腹足類は巻貝であるのに二枚貝
をもつ非常にめずら しいも のである。生体が発見されるまでは ，化石種は言うまでもなく現生
種も，二枚貝として報告され分類されていた。






れ ，新属新種として痰舌目中に新しくタ マノミド リガイ 亜目 ， タマノミドリガイ科 Tamano-
2 





タマノミドリガイ発表後， Burn は濠洲でもイワヅタ上から同類の生体を得た。 彼はこれ
4 
が Edentellina**typica Gatliff & Gabriel であるとし，これは T.とよく似ているので同属
と考え， T.はE.の異名であるという意見を出した。
私共は発表の際， E.については Cotton& Godfrey の本について調べ，T.とは明白に異
6 
なる こと をた しかめていた。しか し， 原報告とHedley については調べていなかった。 Burn
は，その後この種の再記載をした。また， T.とE.とは別属として T.fijie応 isBurnを記載
した。
Keenらは私が持参提供 した生きたタマノミ ドリガイの成貝幼貝多数をみてからカリフォル
ニャ半島南端に近いラパースで生貝を採集した。 これがパ リ始新世層から報告された 化石
8 
Berthelinia*** elegans Crosse と同属であると考え E. もこの異名とした。 亜属を新設して
分類し，タマノミドリガイの学名は B.(£.) limaxとすること を提案 した。
私共の発表の際には B.については全く知らす，化石はかりでなく現生種の死殻 B.schlum-， 




ドリガイ を入手 し，比較検討の結果 T．と B.とは異なる ことが明らかとなった。両者 ともに幼




二殻腹足類として最初に報告され，最も詳 しく 研究された。 Juliaは極端に変形 したもので科
の模式属としては不適当である。その上 Juliidaeは二枚貝の科である。
Keen & Smithは亜目中にユリヤガイ科をおき，これを ユリヤガイ 亜科 Juliinaeとパ リミ
ドリガイ 亜科 Berthelininaeに分け， ユリヤ属を前者に ，他属を後者に含めた。その後 この分
1 3,1 4 1 5 
類に従うものが多い。 谷津・内田 動物分類名辞典 では報舌目に亜目をおかず，ユリヤガ
イ科 Juliidaeとタマノミドリガイ科 Berthelinidaeを別科とした。艇舌目 中で二殻腹足類は他
のものとは非常に異なるので亜目を設けて分類するのが解りやすい。ユ リャガイ 成貝は他属の
ものとは著 しく 異なる殻形であるが ，発生をみると他属の ものと深い関連がある。また Ludo-
＊以下 T. と略。
＊＊以下E. と略。
＊＊＊以下B. と略。本種は 0.5mmの右殻（正しくは左殻） 1個による記載。 1887年 l.3~2.6mmの幼
殻数個で再報告され，左右殻を得て二枚貝であると確認された。
＊＊＊＊この種も 0.6mmの幼小貝片殻の記載。
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vicia, Anomalomiaなどは中間型である。 ユリヤガイのみ別科とした り，別亜科とするのは不
適当である。
13 
B.は化石属と して現生属と区別することが提案された (Boettger )。私 もこれに賛成で，
B．がもう少し詳しく研究されるまで化石属と し，これに最もよく似た現生アマミミ ドリガイを
Amamia属として T.とともに現生種の再検討をした。 しかし， 現生種 として 1895年に B.
16 























第 1図 二殻腹足類殻の 3型，左殻側面図



























ユリヤガイ が記載されてから 100年目のことであっ た。同年ハワイユリヤガイの生貝も報告さ
21 
れた。見島では殻の採集は1000個をこえ，その中にはミシマユリヤガイ ゼブラユリヤガイと




ユリヤガイはハワイ 産の Juliaexquisita Gould が新属新種として報告された。その後この
属に記載されたものは第 1表に示す現生 9種化石 7種計16種である。タ マノミドリガイ発見以
前のものは二枚貝として報告された。左殻頂の突起が巻いている ことに疑問をもたない者はな
第 1表 Julia種一覧表
現生化石 (F)別に発表年順，学名 ，和名（新称， 現生種のみ ），産地
l. J. exquisita Gould 1862 
2. J. borbomca (Deshayes) 1863 
3 J. cornuta (deFolin & Perier) 1868 
4. J. equatorialis P1lsbry & Olsson 1944 
5. J. japonica Kuroda & Habe 1951 













7. J. mishimaensis Kawaguti & Yamasu 1982 ミシマユリヤガイ 山口県琉球
8. J. zebra Kawaguti 1982 ゼプラユリヤガイ 山口県琉球
9. J. thecaphora (Carpenter) 1857 (文献調査未完）
Fl. J. flo元danaDall 1898 フロリダ
F2. J. lecointreae (Dollfus & Dautzenberg) 1901 
F3. J. girondica (Cassman & Peyrot) 1914 
F4. J. douvillei (Cassman & Peyrot) 1914 
F5. J. gardnerae Woodring 1925 
F6. J. sp. Woodring 1925 
















Gould の最初の記載も新属新種であったが図がなかった。そのため Dall らはハワイ産
J. exquisita Gouldとして原記載とは異なったものを図をつけて報告した。これが多くの人に
2 1, 25 26 
採用された。 これは原記載の ものと異なることは Johnson の原記載に使用した模式標本写
13 














造礁さんとがあ って，ユリヤガイと造礁さんとの深い関連を示 している。 この分布状況を前号
で述べたシ ャコガイ の分布と比較する と面白い。シャ コガイは分布が狭く大西洋は勿論のこと
太平洋東岸やハワイにはない。わが国でも奄美諸島種ケ島までである。ユリヤガイ のいる前記
見島や角島には全く見られない。
化石種は第 3紀漸新世から報告されたものが 1種あるが ，他は中新世 (2500万年前）から産







98 川口 四 郎
2 
上で発見された。皆イワヅタ類のみを食べている。近縁の巌舌目のウミウシの中にもイワヅタ
を食うものが多い。 ユリヤガイ 類は少し変わっ ていて，さんと岩から生える長 さ約 1cm太さ
約 1mmの細いヒメ イワヅタを食う。他のものは食べない。私共も最初の報告は誤りで正 しい
20 
































二殻腹足 類 ユリ ヤガイ 99 
ィ類はやや厚い。ユリ ヤガ イはさらに殻が厚い。それぞれの種で特有な色と紋様を呈する。
ゼプラユリヤガイ やミシ マユリヤガイのよう な小型種では成体でも殻は半透明で，特に水中
では透明で殻の色と生体の紋様とが重なり合って見えるので両者を見分け難い。殻のついた生











もあ る。 これ らが個体変異か別種かについては検討を要する。
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